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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成27年11月12日(2015.11.12)

【公開番号】特開2013-74299(P2013-74299A)
【公開日】平成25年4月22日(2013.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-019
【出願番号】特願2012-229290(P2012-229290)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   21/30     ５３１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月18日(2015.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスク（１４）を層（１６）上に結像するためのマイクロリソグラフィ投影露光装置で
あって、
　ａ）前記層（１６）が感光性となる投影光（ＰＬ）を生成するように構成された投影光
源（ＬＳ）と、
　ｂ）前記装置（１０）の作動中に前記投影光（ＰＬ）を受ける光学面（１０４）を有す
る光学要素（Ｍ２）と、
　ｃ）前記投影光源（ＬＳ）とは異なるものであり、前記層（１６）が感光性とならない
、前記光学要素（Ｍ２）によって少なくとも部分的に吸収される加熱光（ＨＬ）を生成す
るように構成された加熱光源（１００）と、
　ｄ）前記加熱光（ＨＬ）を、該加熱光（ＨＬ）が前記光学面（１０４）上で所定の強度
分布（１０８）を有するように前記光学要素（Ｍ２）に向けるように設計された照明光学
ユニット（１０２）と、
　を含み、
　前記照明光学ユニット（１０２）は、回折光学要素（１１８；１１８ａ，１１８ｂ；２
１８）によって又は屈折自由形状要素（３１８；４１８）として形成された偏向要素を含
み、該偏向要素は、その上に入射する前記加熱光（ＨＬ）を同時に異なる方向に向け、
　前記照明光学ユニット（１０２）は、ビーム経路内で前記偏向要素（１１８）の下流に
配置されたテレスコープ光学ユニット（１３２）を含む、
　ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記偏向要素（１１８；１１８ａ，１１８ｂ；３１８；４１８）は、それを異なる偏向
特性を有する異なる偏向要素と交換することができるように交換ホルダ（１２２）に収容
されることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記偏向要素（２１８；３１８）は、制御可能に可変である偏向特性を有することを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記偏向要素は、空間分解方式で切換可能でありかつ回折光学要素として作用するＬＣ
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Ｄパネル（２１８）を含むことを特徴とする請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記偏向要素は、音響光学変調器（３１８）を含むことを特徴とする請求項３又は請求
項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記照明光学ユニット（１０２）は、空間分解方式で切換可能でありかつそれによって
前記加熱光（ＨＬ）の一部を制御可能な可変方式で減衰させることができるＬＣＤパネル
（１３０）を含むことを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記光学要素は、ミラー（Ｍ２）であり、前記投影光（ＰＬ）は、３０ｎｍよりも短い
波長を有することを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記加熱光（ＨＬ）は、０．８μｍと５０μｍの間に中心波長を有する赤外線光である
ことを特徴とする請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　装置の作動中に加熱光（ＨＬ）が射出する射出窓（１１２）を含み、
　前記照明光学ユニット（１０２）は、前記射出窓（１１２）から射出する前記加熱光（
ＨＬ）を平行化されたビーム（１１６）に変換するコリメータ（１１４）を含む、
　ことを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記射出窓（１１２）は、前記加熱光（ＨＬ）を前記加熱光源（１００）から前記照明
光学ユニット（１０２）に案内する光ファイバ（１１０）の端部によって形成されること
を特徴とする請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の装置。
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